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韓国都市部での高齢女性の栄養状態改善に及ぼす

訪問栄養教育の効果
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目的 韓国都市部の一地域の保健所が運営する住民健康増進プログラムに参加している65歳以上

の高齢女性を対象に，栄養に関する正しい知識，態度および食習慣について栄養士による訪

問栄養教育を実施し，高齢者の栄養状態の改善効果を検討することを目的とした。

方法 韓国大邱広域市西区保健所が運営する住民健康増進センターを利用している65歳以上の地

域在宅高齢女性183人を対象に本研究の事前調査を実施した。その結果，研究条件に適合す

る高齢女性80人（介入群40人，対照群40人）が選定され，介入群には 4 か月間（週 1 回計16
回）の訪問栄養教育を実施し，対照群には何らの介入も行わなかった。介入群と対照群を対

象として介入後調査を実施し訪問栄養教育の効果を評価した。

結果 訪問栄養教育実施後，介入群では栄養知識，栄養態度および食習慣の得点が各々有意に改

善された（P＜0.01）。また食品摂取量も増加し，エネルギー，たんぱく質，カルシウム，

鉄，リン，ナイアシン，ビタミン B1，ビタミン B2 の摂取量は介入群において対照群より有

意に増加した（P＜0.01）。さらに，食事の全般的な質を評価する平均栄養素適正度も介入群

で有意に増加した（P＜0.01）。しかし，介入後の身体計測値および生化学的栄養状態の変化

には両群間に有意差がなかった。

結論 地域高齢女性を対象とした訪問栄養教育は，栄養知識・栄養態度・食習慣と食品および栄

養素摂取状況の改善に有意な影響を及ぼすことを確認した。訪問栄養教育を効率的に実施す

ることにより高齢者の栄養状態が改善され，健康状態の維持・増進につながる可能性が示唆

された。
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